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指定管理者制度による管理運営状況の総合評価

評価結果 評価区分

Ａ
Ｓ：協定等に定める水準を上回る（項目別評価でＢ、ＣがなくＳが半数以上※）
Ａ：協定等に定める水準どおり　（項目別評価でＢ、ＣがなくＡが半数以上※）
Ｂ：協定等に定める水準を下回る（項目別評価でＢが１つ以上）
Ｃ：協定等に定める水準を大幅に下回る（項目別評価でＣが１つ以上）

施設の維持管理

□施設の維持管理（清掃業務、ごみ収
集業務、保守点検業務、受付業務、警
備業務等）は事業計画どおり実施され
ているか

Ａ
□清掃・保守点検・警備等の維持管理業
務は、事業計画どおり実施されているこ
とを月例報告書及び随時の現地調査によ
り確認している。

地域と連携した魅
力ある施設づくり

□地域人材の活用、地域との協力体制
の構築、ボランティア団体等の育成・
連携の取組を積極的に行っているか
□地域企業等への業務委託を行ってい
るか Ａ

□近隣の観光施設や皇室ゆかりの庭園等
と共同イベント、地元ボランティアガイ
ドによる園内ツアーを行っている。
□指定管理者が行う業務委託のうち、主
に植栽管理、枯損木・倒木伐採処理、ゴ
ミ処理運搬業務について、地域企業へ委
託している。

確認項目 確認の視点 項目別評価 内容・評価理由

指定管理業務実施
にあたっての考え
方、運営の方針等

□指定管理業務の総合的な運営方針が
守られているか
□委託した業務は適切に実施されてい
るか Ａ

□公園施設の維持管理事業、公園施設の
運営管理事業等の指定管理業務は、公共
の福祉の増進を目的とした運営方針に基
づいて確実に実施されている。
□業務委託実績報告書及び随時の現地調
査により、委託した業務の適切な実施を
確認している。

　サービス向上に向けた取組の実施状況の評価はＡ、施設の利用状況の評価はＣ、利用者満足度の状況の評価は
Ｓ、収支状況の評価はＢ、業務遂行能力の評価はＡで、総合評価はＢとした。
　計画に対して収入が満たない状況が続いているが、外部委託事業等の見直しにより毎年度の支出を抑えつつ、
協定等に定める業務基準や事業計画に沿って着実に取り組みを進めており、利用者満足度調査における「満足」
以上が３年間平均して94.9％と、利用者から評価を得ている。利用状況は箱根エリア全体が火山や台風等の気候
による影響を受けたこともあり、目標値に満たない年度が続いているが、利用者増に向けて、他施設との連携事
業や箱根離宮に因んだ皇室ゆかりのあるバラの企画展示等の施設特性を生かした取り組みを進めているところで
ある。
　以上から適切に公園の管理運営が行われていることや、利用者サービスの向上及び経費の大幅な節減の観点か
らも指定管理者制度が有効に機能しており、次期も指定管理者制度による運営を継続していくことが望ましいと
考える。

指定管理者制度による管理の有効性 有 無

１　サービス向上に向けた取組の実施状況

R6
(2024)

年度

評価 評価基準

Ｂ
Ｓ：極めて良好
Ａ：良好
Ｂ：一部改善が必要
Ｃ：抜本的な改善が必要

指 定 期 間
R4.4.1

(2022年)
R9.3.31
(2027年)

評価期間
R4

(2022)
年度

指定管理者制度による施設の管理運営状況総括調書
（総合結果）

施 設 名 恩賜箱根公園

指 定 管 理 者 名 (公財)神奈川県公園協会・ランドフローラ・小田急箱根グループ

施設所管課（事務所）

評価理由及び今後の対応

都市公園課 県西土木事務所小田原土木センター



ア

 ※目標値の設定方法 ア…募集時の提案事項のため、指定期間当初から設定

イ…モニタリング調書作成等のため、便宜的に設定

□事業の広報・ＰＲは効果的に実施さ
れているか

□自主事業は施設の設置目的に合致
し、利用促進につながっているか

□利用促進に向けた取組は適切か

□小田急線・小田急箱根鉄道線の駅に公園PRポスター掲示、「皇室ゆか
りの庭園」４庭園共同PRイベント開催、Webサイト「箱根全山」・「観光
かながわNOW」・「箱根ナビ」等を活用したイベント告知、地元メディア
や観光協会への情報発信、公式HP・SNSによる情報発信、箱根山内の主要
な観光施設とパンフレットの相互配架を実施等、多彩なメディアを駆使
した広報を実施している。
□地元の銘菓や土産品を販売することで、観光客の利用促進につながっ
ている。
□牡丹やざる菊、バラ等の企画展示を実施し、近隣施設との連携事業や
イベント実施による利用促進に努めている。

評価結果 評価区分

Ｃ
利用者数と目標値を比較して（３か年平均）
Ｓ：110％以上
Ａ：100％以上～110％未満
Ｂ： 85％以上～100％未満
Ｃ： 85％未満

確認の視点 施設の利用状況についての評価

女性自立支援施設と県営住宅等において
評価を行わない場合、目標値欄には定員
等を記載する。

対目標値（数）
※下段は率

△ 116,805 人 △ 104,584 人 △ 101,923

244,077 人 237,229

人 対目標値（率）

66 ％ 70 ％ 71 ％ 68.8 ％

人利用者数

人 345,000 人(利用者数)
設定方法：

227,195 人 240,416 人

目標値

344,000 人 345,000 人 346,000

２　施設の利用状況

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 ３か年平均



％ ％ ％

人 人 人

※複数回実施した場合や複数対象に向けて実施した場合等は、合計した数値を記載

確認の視点 苦情・要望等への対応についての評価

□積極的に苦情・要望等の把握に取り
組んでいるか

□把握した内容を事業等へ適切に反映
する仕組みを整備しているか

□苦情・要望等への対応は適切か

□通年でアンケート調査を実施し、利用者の意見の把握に努めている。
□利用者からの苦情や要望は速やかに対応し、関係機関へ報告してい
る。
□職員への苦情については、職員間で情報共有し、同様な事態が起こら
ないよう注意喚起を行っている。

R7.3.18

駐車場で出庫の際トラブルが発
生し、聴覚障害の利用者とコ
ミュニケーションが上手く取れ
ず、職員が不機嫌そうな態度を
とった。

当日謝罪して、ご納得いただいた。

□調査の実施方法（対象、時期、回
数、配布方法等）は適切か

□利用者満足度向上に向けた取組は適
切か

□湖畔展望館にアンケート及び回収箱を設置し、利用者の意見等を随時
受付可能な体制を整えている。さらに夏季及び冬季には、イベント開催
時等に対面方式にてアンケートを実施し、回答者には粗品を進呈するこ
と等で、積極的に満足度向上に向けた意見集約に取り組んだ。
□回答結果は、令和４年度から令和６年度まで、徐々に満足度がアップ
しており、令和６年度には100.0％が満足という回答であった。
本園に足りないところを問う質問では、ファミリーやお子さまの視点か
ら、動物や昆虫の観察に関する要望が寄せられた。飼育管理には専門的
な知識と施設等が必要と考えられるため、現時点での実現は難しいが、
箱根山内には昆虫のイベントを開催している施設もあるので、そのよう
な施設との連携も含めて、お子さまが楽しめる教育イベント等の開催を
検討していく。

４　苦情・要望等への対応

施設の管理に関す
る利用者からの主
な意見と対応状況

年月 意見の内容 対応状況

R6.11.8

駐車場で満車入庫待ちの際、職
員と利用者のやり取りの中で、
職員が呟いた暴言が相手の耳に
入った。

当日謝罪して、ご納得いただいた。

評価結果 評価区分

Ｓ
「満足」（上位２段階の評価）と答えた割合が（３か年平均）
Ｓ： 90％以上
Ａ： 70％以上～ 90％未満
Ｂ： 50％以上～ 70％未満
Ｃ： 50％未満　又はＳ～Ｂにかかわらず「不満足」と答えた割合が50％以上

確認の視点 利用者満足度の状況についての評価

利用者満足度調査において「満
足」と答えた利用者の割合
（サービス内容の総合的評価に係
る設問）
※上段：割合、下段：回答者数

88.3 97.6 100.0

95.2 ％

91 122 85

３　利用者満足度の状況

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度 ３か年平均



□事故・不祥事等防止に向けた仕組み
が構築されているか

□事故・不祥事等発生時の対応は適切
か

□ＫＹＴ（危険予知トレーニング）や消防訓練を実施すると共に、施設
点検及び高枝パトロールを行い、利用者の安全対策に努めている。
□利用者の安全確保を最優先した初期対応を行い、現地確認をした上で
適切に対応している。

確認の視点 事故・不祥事等への対応についての評価

R5.10.28

①9:57 剪定作業中ﾍｯｼﾞﾄﾘﾏｰにより左薬指の第一関節付近を切創。
②10月30日に指定管理者に聞き取りを行い状況を把握。
③全治２週間。全ての電動工具の動作確認、全職員に安全対策講習を実施。
④無
⑤ﾍｯｼﾞﾄﾘﾏｰの安全装置が故障していた。作業を一旦止める際にﾍｯｼﾞﾄﾘﾏｰが停
止してることを確認しなかった。指定管理者の保険により対応。
⑥無

５　事故・不祥事等への対応

事故・不祥事等の
概要と対応状況

発生年月日

①発生時の詳細な状況
②県職員による確認の状況（内容及び実施日を記入）
③その後の経過（現在に至るまでの負傷者の状況、再発防止策等）
④施設に対する問題点の指摘やクレームの有無（有の場合は概要を記入）
⑤原因及び費用負担の有無（費用負担が有の場合は内容および負担者を記
入）
⑥記者発表の有無（有の場合はその年月日を記入）

R4.4.17

①16:30に「駐車場を出ようとした際に車止めに引っかかり、車が傷ついた」
と当事者から駐車場係員に申し出があった。
②4月19日に指定管理者に聞き取りを行い、状況を把握した。
③すべての区画の車止めの異常確認を日々の点検項目に加え、異常が認めら
れた場合には直ちに使用中止とし、修繕を行うものとする。
④車止めの破損を指摘
⑤車止めのブロックを固定するアンカーボルトのカバーが外れ、２cmほど浮
いている状態であった。指定管理者の保険により対応。
⑥無



単位：千円

※(　)内は収支計画額。令和６年度は速報値

□収入増加に向けた取組の内容は適切
か

□経費節減に向けた取組の内容は適切
か

□公園PRポスター掲示、「皇室ゆかりの庭園」共同PRイベント開催、Web
サイト「箱根ナビ」等を活用したイベント告知、地元メディアや観光協
会への情報発信、公式HP・SNSによる情報発信、箱根山内の主要な観光施
設とパンフレットの相互配架を実施等、多彩なメディアを駆使した広報
を実施するとともに、牡丹やざる菊、バラ等の企画展示を実施し、近隣
施設との連携事業やイベント実施による利用促進に努めているが、収支
状況は年を追うごとに悪化しており、駐車場の料金体系を見直すことに
より、収入増に繋げていく予定である。
□日中時間帯の徹底した消灯による節電、一年を通した冷暖房設定温度
の調整、軽微な修繕を施設職員が直営で行う等により、経費節減に努め
ている。

評価結果 評価区分

Ｂ
収入合計／支出合計の比率が
Ｓ(優良)：105％以上
Ａ(良好)：100％～105％未満
Ｂ(概ね計画どおりの収支状況である)：85％～100％未満
Ｃ(収支比率に15％を超えるマイナスが生じている)：85％未満

確認の視点 収支状況についての評価

収支差額
△ 9,729 △ 18,288 収入合計／支出合計比

収入
62,279 185,999

(69,626) 202,216

(0) (0) 91.0%

(0) 73,096

支出
72,008 204,287

(69,626) (202,216)

内訳

(43,040) (0) (26,586) (129,120)

利用料金 その他

(0)

0 56,879
指定管理料 利用料金 その他 指定管理料

Ｒ６年度 累計

43,040 0 19,239 129,120

収支差額
△ 9,412 △ 1,192

支出
66,984 62,388

(69,310) (62,964)

(0) (0)
△ 7,367

(43,040) (0) (26,586)

利用料金 その他 指定管理料 利用料金 その他

69,891
(69,626)

18,156 43,040 0 19,4840

収入
57,572 61,196 62,524

(69,310) (62,964) (69,626)

内訳

(42,762) (0) (26,548) (43,040) (0) (19,924)

42,762 0 14,810 43,040
指定管理料 利用料金 その他 指定管理料

６　収支状況

【参考】Ｒ３年度 Ｒ４年度 Ｒ５年度



評価結果 評価区分

Ａ
Ｓ：協定等に定める水準を上回る（項目別評価でＢ、ＣがなくＳが半数以上※）
Ａ：協定等に定める水準どおり　（項目別評価でＢ、ＣがなくＡが半数以上※）
Ｂ：協定等に定める水準を下回る（項目別評価でＢが１つ以上）
Ｃ：協定等に定める水準を大幅に下回る（項目別評価でＣが１つ以上）

コンプライアン
ス、社会貢献

□指定管理業務等の実施にあたって法
令違反等の行為はないか
□環境への配慮は適切か
□障害者雇用等の状況は適切か Ａ

□毎年度コンプライアンス研修を実施し
ており、法令違反等の事故は発生してい
ない。
□環境対策として、公園周辺道路でのゴ
ミゼロアクセス運動や、不法投棄パト
ロールを行っている。
□障害者雇用について、積極的な採用を
実施している。

個人情報保護

□個人情報保護についての方針・体制
及び教育・研修体制は適切か
□個人情報の取扱いは適切か

Ａ

□各構成企業において制定した個人情報
保護規定等により、適正な業務遂行に努
めており、個人情報の漏洩等の事故は発
生していない。
□個人情報保護、関係法令等が適正に遵
守されている。

人的な能力、執行
体制

□管理運営にあたって適切な人員が配
置されているか
□人材育成や職員採用が適切に行われ
ているか

Ａ

□事業計画に沿った職員配置、本部との
連携等を行っており、適切な運営体制が
確保されている。
□職責・職員毎にテーマを設定し、人材
育成・能力開発を行っている。

□労働時間短縮の取組や職場のハラス
メント対策など労働環境の確保の取組
が行われているか

□繁忙期に応じた人員配置、執行体制の
管理を行っており、労働環境の確保・向
上に努めている。

７　業務遂行能力

確認項目 確認の視点 項目別評価 内容・評価理由


